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 はじめに、研究の目的についてふれ、魏晋南北朝を取り上げ、江南社会の歴史的な意義や特色を考古学的見地
から明らかにすると述べている。南朝が漢族王朝としての正朔と伝統文化を継承し、高い文化の面で北朝を圧倒し
たと考えられている。このために江南六朝の遺跡、遺構、遺物を取り扱い、考古学的な手法で江南と華北との南北
対比をすることによって、南方社会の文化的、歴史的意義を明らかにするとしている。 
 第１章では、晋式帯金具の製作技術、変遷、製作系列などを追求している。３世紀末から５世紀初までに３段階の
変遷を認めている。東方への帯金具の展開は、東呉の存在が大きく、東漢の系譜をひく江南系帯金具を製作し
た。幽州や遼寧での出土遺物から当該地域への技術伝播を想定している。東晋では独自の東晋式帯金具が作ら
れ、礼制的装身具の整備状況が窺える点は北朝との差異が大きいとみている。   
第２章は、東晋では東晋様式と称すべき工芸技術や意匠が使われ製品が作られたが、江南のみではなく広く十
六国や朝鮮三国、倭でも用いられた。三燕や高句麗、新羅、倭の帯金具は、東晋様式を基礎にしており、類似点
や共通点が多い。さらに南朝では西アジアから響胴の技術が導入され、鋳造切削加工技法や蝋型成形技術が多
用された。その技術は帯金具や銅鏡などにも応用され、ほどなく朝鮮三国や倭にもその技法が伝わり、新たな様式
として各地で製作されるようになった。 
 第３章では、遺物から遺跡、遺構へと対象を広げて、陵墓を扱っている。 
東呉の陵墓は、多湿な気候や重い土壌に対応し長大な排水溝が敷設され、墓の正面に水環境を求める点は、
後世の風水説ともかかわりがある。墓の厳重な密閉性、墓主存在を示す具体性など、喪葬に関する江南在地の思
想習慣が強く表れているとみる。 
東晋の帝陵は、狭い範囲に集中して構築され、前面に池塘を配し、墓主生前の生活、生者との対面性が重視さ
れる。墓室空間は直線原理を採用し、棺や副葬品の配置方法、仮窓や帷帳の設置位置など墓主の居宅生活が強
く意識されているとみている。 
南朝帝王陵は、三方向を山に囲まれた谷底の平地に立地し、うしろの山腹に墓室を築き、前面に低地や池塘を
設ける。風水説にしたがった理想的条件で、すでに仮葬や華北中原への帰葬を考えていない。南朝帝王陵墓は、
墓主安住の居宅として設定され、南朝陵墓の完成形が確立されている。 
江南の陵墓は風水的な選地、直線原理の空間構造をもつ墓制などが東呉から陳までの六朝を通じて一貫して
守られた。 
これに対して華北中原の北朝陵墓は中原の漢文化を摂取しようとしているが、空間概念や利用方法は漢文化と
はかけ離れた内容である。被葬者の神格化や見せることを目的とした壮麗な葬送の場と儀礼という二点に意識が集
約されている。江南六朝では、江南の地域的特徴の中に中原的な規範が埋め込まれているのに対し、北朝では、
中原の容貌をしながら、伝統的中原文化とはつながりのない制度が発達したとみる。 
終章では、江南六朝について述べる。江南では東晋が西晋の制度、文物を踏襲し、南朝で独特な陵墓制度が
行われる。金属工芸品にみられる思想性、製品の域外への伝播、居宅性の強い墓室空間、風水説を意識した陵墓
の選地などにみてとれる。 
江南六朝は、三国東呉を起点とし、東晋にうけつがれ、一時的な仮寓と考えられていた。南朝ではその意識がし
だいに薄れ、江南に基盤をおいた国家経営が整備されていった。 
海洋進出や南方山地の開発などは、統治領域を拡大するもとになった。東呉から六朝をつうじて江南系帯金具
や晋式様式、南朝の技術や製品も東北東部から環東中国海沿岸までひろく影響をあたえ続け、５，６世紀の東アジ 
 
アへ広汎に流行し展開していった。 
南朝の帝陵は、国力や支配力、権威の誇示を目的とするのではなく、風水説や伝統的な自然観や王都思想、中
華観念にもとづいた象徴的な造営がおこなわれた。 
南朝最後の陳王朝は、南人政権であり、南方社会がみずから安定的で組織的に統治できるまでに成長した結果
を示している。 
後代の南宋や明のような南方社会を基盤とする新たな中国王朝の登場を導く基盤や背景になったと結論づけて
いる。 
本論文は江南社会の歴史的な意義や特色を遺跡、遺構、遺物から復元し、陵墓制などについて論じた労作であ
る。考古学資料を中心にしながら文献史料にもふれて、南北の対比を通じて江南の特色をよく描き出している。 
ただ南北の対比というほどには北朝についてはふれるところが少ない点や呼称の不統一などが一部にみられる
と審査委員会で質され、不足する部分を説明して了承された。そうした箇所があるものの本論文は、江南の社会や
文化、文物、思想などを新たな視点で理解しようとする従来にない内容で論じた意欲的な論文である。 
本論文は晋式帯金具の東アジアにおける展開と南北の墓の比較から、江南社会が華北にかわって伝統的な中
華を代表する地位にあった事実が示されている。また漢以来の陵墓とその背景にある思想・習俗が江南社会に受
け継がれ、変化していった点が北朝陵墓との対比を通じて明らかにされている。やがて江南の南朝は独自の世界
を構成して陳朝を生み、南方社会を基盤とする南宋や明などの新たな王朝の礎になったとする。中国での実地踏
査を踏まえ遺跡、遺構、遺物を観察して検討し、慎重に立論している点は高く評価できる。今後の東アジア考古学
研究に資する内容といえよう。 
以上のように本論文は課程による博士（文学）の学位にふさわしいものと、審査員全員一致で判定する。 
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